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One for All, All for One

One for All, All for One

チーム医療チーム医療テーマ

　わが国の精神科医療は地域での生活を基本と

する生活モデルに移行するように叫ばれて久し

い。急性期で入院が必要なときは３ヶ月以内の

集中的な医療で、病態が重く長期入院化するに

しても１年以内の退院を目標に様々なアウト

リーチ（訪問活動）や地域活動（作業所や生活

支援センター）によっ

て、在宅で精神科医療

を利用しながら生活を営む、そんな姿が描かれ

ています。

　2014年７月より沖縄の琉球病院から榊原病院

に赴任して１年が過ぎますが、これまで臨床も

精神科医療の地域連携
独立行政法人国立病院機構　榊原病院　　

院　長　村　上　　　優
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研究も「重症」や「専門医療」の医療畑にいま

した。特に医療観察法医療は「心神喪失等の状

態で重大な他害行為」を行って裁判所の命令で

入院する重厚長大な精神科医療と思われていま

す。実際の医療は難題を有しても「社会復帰促

進」することが実証され、今の精神科医療に還

元できる多くの治療や支援方法を提供してきま

した。その一つに病院の多職種（医師、看護師、

心理士、作業療法士、精神保健福祉士）や地域

の多岐に渡る援助職と連携する多職種チーム医

療が発達しました。また当事者（回復者や家族）

も参加して市民的な支援も作られています。

　地域医療というのは医療・福祉・市民的な支

援の多様な重なりで成り立ちます。病院は包括

的精神科医療の中の重要な駒ではあっても中心

ではなく、「病や障害があっても地域での生活

を支える」ノーマライゼーションの考えに沿っ

た一機関として参加をしています。

　もう一つの地域連携は精神科疾患の早期発見

です。

　思春期に抑うつ、焦燥感、引きこもり、過敏

性など「こころの危機」が現れる、統合失調症

などの明確な精神疾患とは診断できない時期に

専門医療機関へ相談を始めることで、その後の

精神疾患の発症をある程度は防止できると考え

られています。この状態を「こころのリスク状

態」at risk mental state（ARMS）と呼称して

世界的にも関心を呼んでいます。

　うつ病を念頭において自殺予防の観点より不

眠や抑うつ気分がある場合に気楽に精神科専門

医に紹介するシステムが提唱されています。ま

た飲酒量や飲酒頻度が多く、飲酒行動が健康に

有害となっている段階で飲酒量の低減（節酒）

を図りアルコール依存を予防するシステムもあ

ります。認知症を早期に診断して認知症の進行

をおくらせ、地域支援を行うことにより家族の

負担を軽減するプランは、オレンジプランとし

て国がシステム作りを進めています。

　これらの疾患はまずはかかりつけ医、小児科

や内科などの精神科以外で遭遇する疾患で、身

近に健康相談を受ける様々な機関が受ける相談

です。私も沖縄では地域の医療機関や支援機関

と連携して病や障害がある人を支える体制作り

と、早期発見・早期介入を目標にした地域ネッ

トワーク作りを行ってきました。榊原病院でも

その体験を生かして地域に貢献する専門性の確

保と気楽に相談できる敷居の低さを両立した精

神科医療でありたいと思っています。

　榊原病院への受診のご相談は、下記の相談窓

口にお気軽に連絡してください。

　電話番号　０５９－２５２－０２１１

　　　　　　　　榊原病院の地域連携室まで。

三重中央医療センターは地域がん診療拠点病院です
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　私と「チ－ム医療」とのかかわりは、平成13年
８月、当院に発足した感染制御チーム（ICT）と
いういわば、医療の安全、安心の一翼を担う感染
管理組織のメンバ－（微生物検査担当）として任
命され、以来、14年間、臨床微生物検査の立場か
ら、感染管理を根底から支えるため、ICTに参加
させていただいています。
　感染管理は、病院施設内での
「感染症の発症予防」が主な目
的ですが、更に、医療環境の整
備を含め、公衆衛生全般を視野
に入れた新しい医療分野です。
その使命とは、医師、看護師、
薬剤師、臨床検査技師、事務員
など、多職種のスタッフが得意
とする分野を分担し、可能な限りエビデンスに基
づき、責任をもって、感染症の治療、感染予防、
職員の健康管理などを行い、患者さまに良質な医
療を提供することにあります。その中で、私の役

割として、微生物を培養後、その動向を監視し、
感染源究明のため、微生物検査デ－タの管理を行
い、脇役としてICT活動を支えています。その内
容は、微生物検査で得られたエビデンスに基づく
微生物検出情報および、抗菌薬感受性情報の管
理、院内感染対策委員会、ICT会議、津・久居地

域を視野に入れた感染管理のた
めの地域連携会議、ICT抗菌薬
ラウンド等の参加および、関連
会議での検討資料作成など、多
岐に渡りますが、大変、有意義
な活動であり、特に、院内アウ
トブレイクを阻止するため、そ
の病原体の早期発見に努めてい
ます。近年、抗菌力の優れた化

学療法剤の開発に伴い、新型の薬剤耐性菌が次々
と発見され、その検出には苦慮いたしますが、毎
日、大変遣り甲斐をもって業務に勤しんでいます。

　私たちのチー
ムは、感染症の
代表格であるイ
ンフルエンザや
ノロウイルス等
が流行した際に
も活動を行いま
すが、当院には、
感染管理のエキ
スパートが沢山
在籍し、感染管

理チームの医師・薬剤師・検査技師・看護師が感
染拡大を未然に防ぐべく活動を行っております。
　入院患者様に熱やだるい症状が続く等の際に
は、多くの場合抗生剤が使用されます。その時に
は、感染管理チームが集合し状況を確認します。
抗菌作用のある薬が適切に処方されているか、体
を脅かしている微生物を的確に抗菌できる薬が使

用されているか、副作用などを起こしていないか、
他の患者様へ感染を広げるようなことになってい
ないか等、チームのそれぞれが担当分野の知識を
出し合いながら、患者様にとって適切な医療が行
えるように活動しています。
　感染管理チームの活動は、院内だけに留まりま
せん。津地区や松坂地区の総合病院と連携をし、
年に１回ずつではありますが相互チェックを行っ
ています。相互チェックとは、お互いの病院の感
染管理活動が適切に行われているか、お互いの病
院を訪問し合って、不十分な所は改善し、良いと
ころは吸収して見習うような活動を実施していま
す。又、地域の病院と感染管理体制についてのカ
ンファレンスも行っています。
　感染管理チームは感染症を発症している患者様
だけでなく、そのご家族、及び医療従事者など施
設に関連するすべての人々を感染の危険性から守
るため努力しています。

 病院の要、感染管理：感染管理チーム活動

 「私たちは、病原微⽣物の流⾏を監視し、皆様を感染症の脅威からお護りします」

感染制御認定臨床微⽣物検査技師（ICMT）
中 野　 学

感染管理認定看護師
近澤　香織
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　『One for All, All for One』 学生時代、野球や
ラグビーを専門種目としてきた私は、日々チーム
プレーを重要とし、この言葉を心に刻み込んでき
ました。近年では私たち管理栄養士がチーム医療

に携わる機会は増えており、褥瘡予防や治療にお
いても栄養管理が重要であると言われています。
褥瘡要因の１つとして問題となるのが低栄養で
す。低栄養は、筋量や筋力、皮膚弾力性の低下な
どを引き起こし、褥瘡を生じやすくするだけでな
く、褥瘡治療の大きな障害となり治癒を遅らせま
す。そのため、皮膚への圧迫を減らす一方で、皮
膚や筋肉に十分な栄養を与え、低栄養の改善を目
指すことが栄養管理の目的です。褥瘡対策チーム
は各職種一丸となって活動しており、様々な視点
から専門性をもって活動できるところにチーム
医療の大きなメリットがあると実感しています。
NST（栄養サポートチーム）や緩和ケア、感染
管理チームなど他チームとの連携も大切にしなが
ら、まさに『One for All, All for One』の精神で
より最適な栄養管理を目指していきます。

　みなさんは『褥瘡（じょくそう）』という言葉
はご存じですか？褥瘡とは、寝たきりなどによっ
て、体重で圧迫されている場所の血流が悪くなっ
たり滞ることで、皮膚の一部が赤い色味をおびた
り、ただれたり、傷ができてしまうことです（褥
瘡学会Webサイトより引用）。これは、いわゆる
『床ずれ』と呼ばれているものです。私の役割は、
褥瘡発生予防と褥瘡の早期発見・重症化予防です。
日々、定期的な病棟ラウンドや褥瘡回診で、患者
様のベッドサイドへ伺い療養環境の調整を行って
います。
　褥瘡が発生しやすい患者様の特徴としては、長
期間寝たきりの方、栄養状態の悪い方、皮膚が弱っ
ている方（高齢者、排泄物や汗で皮膚が蒸れてい
る方、むくみがある方など）、特殊体位や長時間
の手術を受けられる方などで、様々な原因が重な
り合って生じることが多いです。
　このように、褥瘡発生の原因は様々で、私一人

の力では、患者
様の皮膚を守る
ことができませ
ん。そのため、
当院では、医師
や看護師、栄養
士、薬剤師など
様々な職種で構
成される褥瘡対
策チームが、患
者様の治療と看
護を行っていま
す。チームメン
バーの平均年齢は若く、エネルギッシュなチーム
です。これからも、チームメンバーが一丸となっ
て、患者様にとって、より良い治療が受けられる
ように活動していきたいと思います。

 エネルギッシュに‼ 褥瘡対策

 褥瘡対策、チームプレイで極めます

⽪膚・排泄ケア認定看護師
谷口　真里

管理栄養⼠ 丹羽　正人
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　栄養不良と
は、栄養の過不
足により過剰状
態と不足状態の
大きく２つに分
けられます。栄
養の過剰摂取
は、肥満や糖尿
病、脂質異常症
などの生活習慣
病に、栄養の不
足は低栄養状態

と言い、体重、筋肉量の減少や体の抵抗力の低下
などにつながります。低栄養状態が続くと、感染
症や褥瘡、転倒など病態の悪化に直結します。栄
養の過不足は、食事量の増減や体重の変化で分か
ります。毎日の食事に注意し、１週間に１回程度
の体重測定をお勧めします。
　入院中の方の多くは低栄養状態に陥っており、

その栄養状態の管理は疾病治療と入院期間に大き
く影響します。すなわち栄養管理そのものが治
療の基本であり、大切なものとなります。NST：
栄養サポートチームでは、依頼のあった患者さん
に対し週１回、多職種が協働で回診や協議を行い、
総合的に最善と思われる栄養管理法を提案してい
ます。
　当センターのように急性期医療を担う施設で
は、疾病治療が主体となり、治療後は早期退院が
進められています。入院中の栄養管理が悪いと退
院後の容態にも影響します。また、悪化した栄養
状態の改善には多くの時間が必要となります。そ
のため、今後は退院後の在宅や介護施設など地域
との連携を見据えた栄養サポートの強化も考えて
いきます。
　当センターは管理栄養士の病棟担当制で入院中
の栄養管理をサポートしています。食事・栄養に
ついて、気になることやご心配なことは管理栄養
士にご相談ください。

　私たちは普段何気なく食事を食べていますが、

患者さんの中には満足に食事が食べられない方も

多く入院しています。また消化管機能障害、肝・

腎機能障害、糖尿病など臓器・代謝障害を起こし

ている場合も適切な栄養補給が行われなければ、

栄養障害に陥り、そこからさまざまな機能の低下

に繋がっていきます。例えば、治療に対する反応

性の低下や、感染症、褥瘡などの合併症が発生し

やすくなります。当院では医師、看護師、管理栄

養士、薬剤師、言語聴覚士、臨床検査技師など多

職種から栄養サポートチーム（NST）を構成し、

栄養障害の改善を目的に職種の壁を越えたチーム

医療を行っています。また病棟にはNST担当の

看護師を配置し、栄養障害に陥った患者さんの早

期把握も試みています。栄養療法は、一般的な他

の治療と異なりすぐに効果が現れるものではあり

ません。しかし、NSTは多職種間で患者さん個々

にあった栄養療法を協議、検討することにより栄

養状態の改善をもって患者さんに貢献できるよう

取り組んでいます。

 NSTチームは栄養障害と闘います

 栄養管理は治療の基本であり、NSTはそれをサポートしています

栄養管理室⻑
金子　康彦

外科医師 武内　泰司郎
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　緩和ケアとは、様々な痛みやつらさを抱える患
者さんとそのご家族にとって、身体や心のつら
さ、苦痛を和らげて、できるだけ快適な生活が送
れるように支援する医療です。緩和ケアチームで
は、その緩和ケアを提供するために多くの職種が
集まって、それぞれの領域の力を発揮して、患者
さんとそのご家族をサポートしていきます。医師、

看護師、薬剤師、栄養士、臨床心理士等から構成
されており、週１回メンバーが集まってカンファ
レンスを行い、意見交換を行いながら患者さんの
治療について取り組んでいます。
　緩和ケアチームにおいて、薬剤師は薬の専門家
として、主治医や他の職種のメンバーと連携しな
がら、患者さんの治療に関わっています。具体的
には、患者さん一人ひとりに合わせた薬物治療の
提案、薬剤の効果の確認、そして副作用が生じた
場合の対応等を薬学的な面からサポートしていま
す。また、患者さんへ医療用麻薬をはじめとした
様々な薬について、使い方や目的、副作用につい
て説明しています。医療用麻薬については、まだ
誤解のある薬剤ですので、服薬指導の際には、患
者さんとそのご家族の方へ正しい情報をお伝え
し、不安を払拭するための情報提供を行っていま
す。

　身体が痛めば、こころも痛みます。
　がん患者さんやそのご家族の悩みは、いくらこ
ちらが想像してもおよぶところではありません。
　そして身体の不調や病気は、肉体的な苦しみに
留まりません。
　病気の進展による痛み、抗がん剤による吐き気
などの身体的苦痛だけではなく、将来への不安や
抑うつ、高額な医療費など心理･社会的問題も含
まれます。こうした苦悩を軽減するアプローチは
緩和ケアと呼ばれており、当院には多職種で構成
されている「緩和ケアチーム」が活動しておりま
す。
　痛みの不安は、人のこころに強く影響します。
　「緩和ケアチーム」での臨床心理士の仕事は、
そういったこころの不安やつらさに寄り添うこと
です。
　家族や友人でない者に対して自身の気持ちを言
葉にする、そういった“場”を共有させてください。

　こころが落ち着いて整理ができた時に、また一
歩踏み出せるお手伝いができるかもしれません。

 こころの痛み、からだの痛み

 薬剤から⽀える緩和ケア

臨床⼼理⼠ 中沢　理恵

薬剤師 野崎　英里
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三
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す
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職
し
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通
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を
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て
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久
居
駅
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を
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て
数
メ
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ル
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津
病
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の
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に
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、
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入
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し
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狭
い
駐
車
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桜
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が
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。
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。
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療
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専
念
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き
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病
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す
。
こ
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あ
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桜
や
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の
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よ
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様
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と
り
の
思
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寄
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添
え
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医
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提
供
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続
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入
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か
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院
調
整
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門
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連
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ち
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者
様
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の
人
生
を
よ
り
快
適
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形
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き
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よ
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尽
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し
て
い
き
た
い

と
思
っ
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す
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三重中央医療センターは地域がん診療拠点病院です

輝くメディカルスタッフたち
医師、看護師以外でも、多くの専門性を持ったスタッフが当院院内で
活動しています。その人と仕事にスポットを当てて紹介します。
医師、看護師以外でも、多くの専門性を持ったスタッフが当院院内で
活動しています。その人と仕事にスポットを当てて紹介します。

　私たちの職場である中央監視室は病院の設備
の中枢をつかさどっている、病院の運営にとっ
て非常に重要なところであります。
　具体的には、病院に必要なエネルギーを発生
させる熱源装置（ボイラー等）、電気、空調設備、
病院の様々な設備機器の運用維持管理を一手に
担当し、快適な病院の環境作りに貢献できる様、
日々努力しております。
　この病院ができて18年が経過し、時代ととも
に様々な課題が私達の業務に与えてくることも
多くなって来ています。
　例えば省エネルギーに関する取組、そして環
境に関する取組みの重要性を日々の業務の中で
認識することが多くなりました。
　私達は、これらの課題に正面から向き合いま
た、真剣に取り組みこの病院の質の向上に役立

てられるよう
頑張っていきたいと考えております。
　その為には病院の職員の方、また関係各方面
の方々の皆様のご理解、ご協力が不可欠だと思
いますので宜しくお願い致します。
　外来、入院患者の方々により快適な環境作り
のお手伝いを念頭におき、大変責任の重い大き
い職務でありますがその分非常にやりがいを感
じ日々の職務に当たっております。
　近頃、東海大震災の話題も多く聞かれるよう
になって来ております。あってはなりませんが
万が一、不足の事態にも備える心構えもつねに
持ちつづけなければなりません。
　この病院が長く地域で一番でありつづけられ
るよう、少しでもその支えになる事が出来るよ
う頑張っていきますので宜しくお願いします。

ボイラー技士長　谷川　勝則
（写真の右側の方です）

三重中央医療センターは地域がん診療拠点病院で

　５月に三重大学附属病院より参りました。出身地は、旧
久居市内であり幼い頃からなじみ深い当院で働くことがで
きてうれしい反面、緊張でいっぱいです。三重大学を卒業
後、大阪の病院での勤務を経て、三重県に戻ってまいりま
した。久しぶりに久居の花火を見て、夏が来たと感じると
ともに帰ってきたことを実感しております。
　少しずつ仕事にも慣れて、休日には実家に帰り家族で食
事したりとリラックスした時間をとることもできるように
なってきました。食べることが大好きで、日々、新しいお
いしいものを探しております。おすすめがありましたら是
非教えてください！体を動かすことも大好きで、以前はテ
ニスやゴルフ、マラソンをしておりましたが最近はあまり

できておりません。これからは、たくさん働き、おいしいものを食べ、しっかり運動を
する生活ができればなと思っております。
　新しい環境に不安でいっぱいでしたが、尊敬する先生方や優しいスタッフに囲まれて
日々楽しく学び多い生活を送っております。今後ともよろしくお願い申し上げます。

赴任された先生

波多野　芙美
産婦人科
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三重中央医療センターは地域医療⽀援病院です

No.11

病院職員が何気なく使用している用語で、普通にはあまり馴染みがない医療用語を
分かりやすく解説します。医療用語の

基礎知識
医療用語の
基礎知識

シリーズ

1111 　ジェネリック医薬品という言葉を最近はCMでも良く耳にするかと思います。同
義語で後発医薬品と言うこともあるのですが、なんだか響きが悪いので、昨今はジェ

ネリック医薬品と呼ぶことが多いようです。
　新薬の開発には、一般的に10年以上の歳月と、数百億円以上の費用がかかると言われています。そのため、特許の申請により、
その有効期間の間は、開発メーカーが独占して新薬を製造でき、利益が守られる仕組みとなっています。特許の有効期間（10
年以上です）が切れると、他メーカーも同じ成分の薬を製造できるようになり、この薬がジェネリック医薬品と呼ばれています。
　ジェネリック医薬品は、既に有効性が確認された成分を使用しているため、開発期間が短く、新薬よりも安い経費で開発でき
るため、値段も当然安くなります。薬の値段が安いということは、皆さんが病院で払う自己負担額も減ります。具体的には、最
初は原則新薬の７割、その後２年に１回の薬価改定ごとに金額が見直され、安いものでは新薬の２割程度になっているものもあ
ります。日本全体の医療費は年々増加しており、保険料でまかなえない部分は実は税金で補填されているのをご存知ですか。薬
代が減るということは医療費が減るということなので、国のお財布にも優しい仕組みだと言えます。

　では新薬とジェネリック医薬品は全く同じなのでしょうか。成分、含量は同じですので、
有効性、安全性、効能、効果も同じです。ここは間違いありません。一方、薬の形、色、味、
添加物などは、各メーカーによって工夫できますので、効き目は同じでも、飲み薬の場
合は味や形が異なり、塗り薬や湿布の場合は感触が変わることがあると思います。
　国はジェネリック率80％を目標に掲げようとしています。このような時代の要請によ
り、当院でも順次ジェネリックに切り替えていっていることをご理解願います。皆さん
からもご希望される場合は、是非診察の際におっしゃってください。

（医事　伊藤啓之）

ジェネリック

９月15日㈫　15：00～16：00
・地域で支える脳卒中　～寝たきりゼロを目指して～

講演：脳卒中リハビリテーション看護 認定看護師　井口　美菜子

９月26日㈯　13：30～16：30（13：00開場、受付開始）
講演１　13：50～

・「前立腺がんについて」 座長：肝臓・消化器内科医長　竹内　圭介
講師：外来診療部長・泌尿器科　加藤　雅史

講演２　15：10～

・「子宮がんについて知ってほしいこと」 座長：外 科 医 長　谷川　寛自
講師：婦人科医長　吉村　公一

10月20日㈫　15：00～16：00
・脳卒中の外科治療のすべて

講演：脳神経外科 医師　芝　真人

がん医療に関する市民公開講座がん医療に関する市民公開講座

出前 ! 市民公開講座のお知らせ出前 ! 市民公開講座のお知らせ 多くの皆様のご参加を
お待ちしております。

●会場：アスト津4階アストホール

●会場：イオン津南ショッピングセンター サンバレー１F サンバレーホール
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皆様のご参加をお待ちしております。

201511.3 (Tsu)

入場無料
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三重中央医療センターは地域がん診療拠点病院です
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三重中央医療センターは地域医療⽀援病院です
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三重中央医療センターは地域医療⽀援病院です

出前！市民公開講座報告
日時：７月15日（水）
講演：「手足がしびれています。手術しないとだめですか？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整形外科医師　淺沼　由美子
　83名という大勢の方に来場いただきました。
　日頃から手足のしびれに関心を持たれている方が多いのだと実感いたしました。
　これからも、皆様のお役に立てる講演を開催してまいります。

日時：７月18日（土）
講演：「胃がん治療はどうすればいいですか？」 外科医長 谷川寛自
　　　「生理検査ってなんだろう？」 臨床検査技師 久留泰史
　　　「医療相談室ってどなんなところ？」 医療ソーシャルワーカー 津川忠久
主催：三重県国際交流財団
　外国人永住者や観光客が増える中、病院を受診される各国の方も増えていま
す。そんな中、医療通訳として活動できる人材育成のために・・と講演依頼を
いただきました。
　ポルトガル語を始め、スペイン語や中国語を通訳される方々とお会いしまし
た。私たちも医療現場で安心していただけるよう外国語を覚えなければ！と実
感いたしました。

日時：８月18日（月）
講演：「物忘れが気になったら」　　　　　　　神経内科医長　北川　長生
主催：ぽぽらぁとあうら　パソコン教室
あれれ？最近物忘れが・・・と不安がよぎる中、先生の話を聞いて安心です！

「クローバー友の会」「クローバー友の会」 会 員 募 集

三重中央医療センター　地域医療連携室

　「クローバー友の会」は地域の皆様と病院が、様々な病
気・医療の学習を通して理解を深め合う会として発足し
ました。賛同いただける方はぜひ会員登録をお願いいた
します。登録は無料です。会員には当院から健康に関す
る様々な情報をお届けします。受付でお声かけください。
登録と同時に会員証をお渡しいたします。
　たくさん勉強していただいた方には素敵なプレゼント
があります。
記入いただいた個人情報は本会の業務以外には使用せず、安全かつ適切に管理いたします。

講演会に参加いただくごとに 1スタンプ押印いたします。
（スタンプ数による特典は別紙公表いたします。
　　　　　　　　　　　　特典は変わることがあります。）

住所

氏名

電話

■会員№　

会員にご登録いただきありがとうございます。

三重中央医療センター　クローバー友の会三重中央医療センター　クローバー友の会

三重中央医療センター
クローバー友の会事務局

〒514-1101  三重県津市久居明神町 2158－5
TEL  059－259－1211㈹
地域医療連携室

国立病院機構

国立病院機構国立病院機構

三重中央医療センター
院長　森　本　　保

三重県津市久居明神町2158番地5
TEL. 059－259－1211
http://www.hosp.go.jp/̃nmch

発
行
所

　さわやかな秋風をふわりと感じられる季節となりました。

　三重中央だより９月号では、「チーム医療」をテーマに、様々な役割を持つスタッフの

記事に、それぞれの思いをのせて、掲載しました。これからも地域の皆様が、健康的な

生活が送れるように、少しでもお役に立つ情報をお届けしていきたいと思います。どう

ぞ今後ともよろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（津）

編 集

後 記
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　合併して「津市」を冠したとはいえ、人口過疎

地には変わりのない美杉地域で、先代から数える

と60年間診療をしております。私自身も在任30年

を超えました。

　かつては各地区で７名の医師が地域医療に携

わっておられましたが、常勤で開院しているのは

今や当院だけになりました。診療の形態も様変わ

りしました。超高齢者の単独または夫婦のみの世

帯が多く、医療と介護の橋渡し的な役割が年々増

しております。

　先細り感は否めませんが、できる限りこの地域

の行方を見届けたいと思っております。

院　　長：田中　仁史
住　　所：〒515-3421　津市美杉町八知5578
電　　話：059－272－0310　Fax：同左
診療時間：平日　午前８時30分～午後５時
休 診 日：土曜、日曜、祝祭日

●●● 三重中央医療センター連携医療機関紹介 ●●●●●●

前 川 内 科

　津市垂水に開業してから17年近く経ちました。

　地域密着型医療を目指し、分かりやすい説明と

丁寧な診察を心掛けています。

　内容は一般内科、消化器を中心に各種健診、が

ん健診、予防接種を行い、糖尿病の方には管理栄

養士による栄養指導を無理なく行っております。

　又、中年期以降の女性には骨密度検査もお勧め

しております。なお院内はバリアフリーです。

専門は肝臓、消化器ですがそれ以外の患者さんの

方が多くて、難しい症例は三重中央医療センター

の各科の先生方にお世話になっております。

　今後とも宜しくお願い致します。

美 杉 診 療 所 　

　ホームページアドレス：http://www.za.ztv.ne.jp/maegawa-naika/

院　　長：前川　彰

住　　所：津市垂水南浦1425

電話番号：059－221－3700　Fax：059－221－3888

診療科目：内科　消化器科　循環器科　呼吸器科

休 診 日：日曜　祝日　木曜午後

診療時間 月 火 水 木 金 土

９：00 ～ 12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15：00 ～ 18：30 ○ ○ ○ ○ ○
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　当院は平成13年９月に開院しました。県庁の

裏通り（西の通り）のT字路を南方向に進み最初

の信号を西側へ曲がったところにあります。CT、

XP透視台、超音波検査装置、電子膀胱鏡、尿流

量計、簡易手術室を備え、前立腺生検を含め、ほ

とんどの一般泌尿器科検査が可能です。入院はで

きませんので、手術は外来手術のみです。アテロー

ム等の小さい皮膚、皮下腫瘤切除、皮膚生検、包

茎手術、避妊手術（精管結紮術）などです。入院

が必要な疾患が見つかったとき、三重中央医療セ

ンターをはじめ、患者さんが希望される病院を紹

介させていただいております。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

は や し 整 形 外 科

　当院は、平成７年12月に津商業高校前の
T.T.C.医療ビル１階に開院しました。地域の皆様
方の運動器疾患と向き合って、20年が過ぎようと
しています。
　近年、高齢化に伴い骨折が原因で寝たきりにな
る人が増加してきています。当院では、この骨折
の原因となる骨粗鬆症の検査、治療、予防を行っ

ています。また骨、関節、筋肉といった運動器の
機能が衰え、「立つ」、「歩く」といった動作が困
難となり、要介護状態や寝たきりになってしまう
可能性が高いロコモティブシンドロームにならな
いように指導も実践しています。
　通院が困難な状態になっている患者さんには往
診も行っていますので、気軽にご相談ください。

　

たじま泌尿器科皮フ科

院　　長：林　俊伯
住　　所：〒514-0062　津市観音寺町799－7
　　　　　　　　　　　　　　TTC医療ビル１F
電　　話：059－229－5711　Fax：059－229－5712
診療科目：整形外科
休 診 日：日曜、祝日、木曜午後

　ホームページアドレス：http://www.myclinic ne.jp

院　　長：田島　和洋
住　　所：津市鳥居町278－6
電　　話：059－221－2121　Fax：059－221－2111
診療科目：泌尿器科、皮膚科
休 診 日：日曜、祝日、水曜

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝

９：00 ～ 12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15：00 ～ 18：30 ○ ○ ○ ○ △
△ 13：00 ～ 15：00

診療時間 月 火 水 木 金 土

９：00 ～ 12：00 ○ ○ ○ ○ ○

15：00 ～ 18：30 ○ ○ ▽ ○ △

▽木曜午後：手術、検査 14：00 ～ 17：00
△土曜午後：診察、手術 14：00 ～ 17：00
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平成27年９月１日現在外 来 診 療 担 当 表

不整脈専門外来 肝炎外来 いびき・無呼吸検査 タバコ障害・
COPD精査 ものわすれ外来 乳児健診 予防接種 NICUフォロー

月・火曜日
午前診療

月曜日
午前診療

月・火曜日
午前診療

月・火・水・金
午前診療

月・金曜日
火曜日
午後診療

金曜日
午後診療

月・火・水・木曜日
午前診療

循環器科（新谷） 消化器科（竹内） 呼吸器科 　呼吸器科 神経内科（吉丸） 小児科 小児科（盆野）

未破裂脳動脈瘤
の相談 脊椎・脊髄外科専門 肺癌・良性肺腫瘍・

気胸・縦隔腫瘍・膿胸
中耳外来
（予約） プレママ外来 おっぱい外来

（予約） 発達外来 緩和ケア外来

金曜日　午前診療
要予約（自費）

火曜日（10時～ 14時）
（要予約・紹介）

火・木・金
午前診療

火・木曜日
午後診療

月・木曜日午後
火曜日午前診療

月・木曜日
午前診療

月・水・木曜日
診療

金曜日
午後診療（要予約）

脳神経外科（石田） 脊椎・脊髄外科（水野） 呼吸器外科 耳鼻咽喉科（伊藤） 　産科・婦人科 小児科（山川） 外科（谷川）

診療科名等 月 火 水 木 金

初診内科
（初診・予約外）

１診 井端　英憲【呼】 大本　恭裕【呼】 北村　政美【循】 田中　剛史【糖】 川崎　敦【循】

２診 竹内　圭介【消】 中久木　哲也【循】 岡野　智仁【呼】 田中　淳子【循】 後藤　浩之【糖】

３診 新谷　卓也【循】 子日　克宣【消】 十時　利明【消】 渡邉　典子【消】 亀井　昭【消】

４診 中谷　仁【循】 奥田　昌也【糖】 田口　由紀子【消】 倉田　一茂【消】 内藤　雅大【呼】

10診 吉川　恭子【消】

再診内科
（再診予約のみ）

呼吸器科 ５診 井端　英憲(午後再診)

循環器科 ５診 田中　淳子 川崎　敦 新谷　卓也 中久木　哲也(午前再診) 北村　政美

呼吸器科 ６診 井端　英憲 井端　英憲 大本　恭裕 大本　恭裕

（整形1診） 藤本　源

消化器科 ７診 子日　克宣 亀井　昭 渡邉　典子 十時　利明 竹内　圭介

内　 科

８診 中久木　哲也【循】 新谷　卓也【循】 後藤　浩之【糖】 田口　由紀子【消】 中谷　仁【循】

９診 後藤　浩之【糖】 田中　剛史【糖】 田中　剛史【糖】 田中　崇【糖】 田中　剛史【糖】

10診 内藤　雅大【呼】 奥田　昌也【糖】 岡野　智仁【呼】

ペースメーカ
チェック

ペースメーカチェック
（毎月第1月曜日午後）

ペースメーカチェック
（毎月第1木曜日午前）

神経内科
１診 北川　長生 賀川　賢（再診予約のみ） 北川　長生 賀川　賢 北川　長生

２診 吉丸　公子 北川　長生(再診予約のみ) 賀川　賢 北川　長生 吉丸　公子

小児科
（NICUフォロー発達
外来は予約のみ）

午　前

１診 井戸　正流 井戸　正流 田中　滋己 田中　滋己

２診 *NICUフォロー *NICUフォロー 発達外来 *NICUフォロー

３診 田中　滋己 山本　初実(予約) 井戸　正流

４診 発達外来 発達外来 発達外来

午　後

１診 田中　滋己(予約) 乳児健診 予防接種

２診 NICUフォロー 2週間･1 ヶ月健診 発達外来 NICUフォロー

３診 NICUフォロー NICUフォロー 山本　初実(予約) NICUフォロー (NICUフォロー )

４診 発達外来（学童） 発達外来（学童）

外　　科
１診 湯淺　浩行 谷川　寛自 横井　一 信岡　祐 谷川　寛自

２診 横井　一 武内　泰司郎 湯淺　浩行

緩和ケア外来（予約・紹介のみ） 谷川　寛自

整形外科
（予約・紹介のみ）

１診 田中　雅 田中　雅 淺沼　由美子

２診 長倉　剛 横山　弘和 長倉　剛

３診 新谷　健 新谷　健 横山　弘和

脳神経外科
１診 霜坂　辰一 石田　藤麿 霜坂　辰一 種村　浩 石田　藤麿

２診 種村　浩(初診) 芝　真人 霜坂　辰一(再診予約のみ)

脊椎・脊髄外科（予約・紹介のみ） *水野　正喜

呼吸器外科 安達　勝利 樽川　智人 安達　勝利

心臓血管外科 森本　保 佐藤　友昭 日置　巌雄

皮膚科（休診） 休　診

泌尿器科
１診 加藤　雅史 加藤　雅史(初診) 加藤　　雅史 加藤　雅史（初診）

２診
岩本　陽一（初診）
（小児泌尿器） 岩本　陽一 岩本　陽一（初診）

（小児泌尿器）
岩本　陽一

産科・婦人科

午前

１診（初診） 前川　有香 日下　秀人 前田　眞 吉村　公一 澤木　泰仁

２診（婦人科再診） 前田　眞 武田　真由子 吉村　公一 武田　真由子 日下　秀人

３診（産科再診） 中尾　真大 波多野　芙美 前川　有香 中尾　真大 波多野　芙美

４診（助産師外来） 毎日、完全予約制（担当は交代制）

午後

１診（産科再診） 前川　有香 日下　秀人 前川　有香 吉村　公一 澤木　泰仁

２診（婦人科再診） 澤木　泰仁 武田　真由子 吉村　公一 武田　真由子 日下　秀人

３診 助産師外来 産後一ヶ月健診 助産師外来 助産師外来 助産師外来

眼科＊（当面の間、再診のみ）
久瀬　真奈美

久瀬　真奈美
久瀬　真奈美

久瀬　真奈美 久瀬　真奈美
三重大学医師 三重大学医師

耳鼻咽喉科

午前（初診） 伊藤　由紀子 伊藤　由紀子

午前（再診予約のみ） 伊藤　由紀子 伊藤　由紀子

午後（再診予約のみ） 伊藤　由紀子 中耳外来 中耳外来

放射線科（７ブロック） 奥田　康之 奥田　康之 奥田　康之 奥田　康之 奥田　康之

リハビリテーション科 淺沼　由美子 田中　雅 淺沼　由美子 長倉　剛 田中　雅

歯科・歯科口腔外科 柳瀨　成章 柳瀨　成章 柳瀨　成章 柳瀨　成章 柳瀨　成章

看護外来（予約のみ）
看護外来

（第1月曜日　透析予防外来）

看護外来
（第3火曜日　透析予防外来）

糖尿病外来 ストーマ外来 フットケア外来

＊初診及び予約のない再診の方の受付時間は8:30 ～ 11:00までです。　　＊医師の人事異動・出張等により臨時に代診（休診）となる場合があります。
＊当院のような急性期病院は、病棟入院患者様の処置、手術、検査、回診等があり、外来診療に制限を設けなければならない診療科もあることを御理解ください。

＊診療時間は10：00 ～ 14：00までとなります。
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